
　

健
康
づ
く
り
特
別
シ
リ
ー
ズ
⑦

健
康
づ
く
り
の
秘
策
！

　
　

そ
れ
は
免
疫
力
ア
ッ
プ
で
す

　

が
ん
や
生
活
習
慣
病
が
発
症
す
る
引
き
金
を
引
く
の
は
、「
免
疫
力
の

低
下
」
で
す
。
免
疫
力
が
維
持
で
き
れ
ば
、
が
ん
や
感
染
症
だ
け
で
な
く
、

加
齢
と
と
も
に
受
け
入
れ
る
し
か
な
い
と
思
わ
れ
が
ち
だ
っ
た
成
人
病
や

生
活
習
慣
病
を
も
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
免
疫
力

を
ア
ッ
プ
し
て
、
健
康
に
な
り
ま
し
ょ
う
！

　

結
核
は
、
過
去
の
病
気
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
福
島
県
内
で
は
、
平

成
20
年
に
２
７
７
名
の
方
が
新
た

に
結
核
を
発
症
し
、
そ
の
う
ち
の

約
６
割
が
60
歳
以
上
の
方
で
す
。

　

結
核
は
、
人
か
ら
人
に
う
つ
る

感
染
症
で
す
。
自
分
が
結
核
だ
と

気
づ
か
ず
に
周
り
の
人
々
に
う
つ

し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

結
核
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療

に
よ
り
治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
こ
ん
な
時
は
す
ぐ
に
病
院
へ
】

・
長
引
く
咳
（
２
週
間
以
上
）

・
タ
ン
が
出
る

・
長
引
く
体
の
だ
る
さ

・
長
引
く
微
熱

・
胸
の
痛
み

・
体
重
減
少

　

こ
れ
ら
の
自
覚
症
状
が
あ
る
場

合
や
、
健
康
診
断
の
結
果
で
精
密

検
査
が
必
要
と
診
断
さ
れ
た
場
合

は
、
必
ず
医
療
機
関
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

結
核
撲
滅
の
た
め
の
複
十
字

シ
ー
ル
募
金
に
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
平
成
20
年
度

の
募
金
額
は
、
４
２
２
，
２
９
８

円
で
し
た
。

　

今
年
度
も
複
十
字
シ
ー
ル
募
金

活
動
が
あ
り
ま
す
の
で
、
世
界
か

ら
結
核
を
な
く
す
運
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
（
健
康
を
守
る
連
盟
会
長

�

三
坂
ト
モ
子
）

色
素
沈
着
、
手
の
ひ
ら
が
赤
い
な

ど
、
い
ず
れ
も
毛
細
血
管
に
血
液

が
う
っ
血
し
て
い
る
状
態
で
す
。

肩
こ
り
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
耳
鳴

り
、
の
ぼ
せ
、
肩
・
首
・
背
中
の

こ
り
や
痛
み
、
ふ
ら
つ
き
、
息
切

れ
な
ど
の
症
状
が
出
て
き
ま
す
。

　

西
洋
医
学
的
な
病
名
が
つ
か
な

い
こ
の
状
態
を
「
未
病
」
と
言
い

ま
す
が
、
こ
の
段
階
で
血
液
を
汚

す
よ
う
な
生
活
習
慣
を
あ
ら
た

め
、
血
液
を
キ
レ
イ
に
す
る
食
生

活
・
運
動
・
気
持
ち
の
持
ち
方
を

実
践
す
れ
ば
、
西
洋
医
学
的
な
病

名
を
患
わ
ず
に
す
む
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
課　

健
康
増
進
係

　
　
（
☎
６
３
︱
２
７
８
０
）

レ
ス
を
減
ら
す
と
と
も
に
、
き
ち

ん
と
し
た
食
生
活
を
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
野
菜
に
は
免
疫
を

効
率
よ
く
活
性
化
す
る
物
質
が
豊

富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
食
事
に

野
菜
を
取
り
入
れ
て
、
免
疫
力

ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

■
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
ず
に
！

東
洋
医
学
で
い
う
血
液
の
汚

　
　
　

れ
と
は
、
単
に
老
廃
物
の

増
加
だ
け
で
な
く
、
血
液
成
分
の

バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
こ
と
を
指
し
ま

す
。
当
然
、
血
行
も
悪
く
な
り
ま

す
。

　

こ
の
状
態
を
「
瘀お

血け
つ

」
と
い
い
、

人
間
の
体
は
病
気
に
な
る
前
に
そ

の
存
在
を
知
ら
せ
て
き
ま
す
。
眼

の
下
の
ク
マ
、
赤
ら
顔
、
歯
茎
の

の
だ
と
自
覚
で
き
る
の
で
す
。

　

免
疫
シ
ス
テ
ム
は
、
周
囲
か
ら

の
様
々
な
影
響
を
受
け
て
変
動
し

ま
す
。
心
の
状
態
と
内
分
泌
（
ホ

ル
モ
ン
）
は
、
免
疫
と
き
わ
め
て

密
接
な
相
互
関
係
に
あ
る
こ
と
も

わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

気
持
ち
を
ゆ
っ
た
り
さ
せ
ス
ト

■
免
疫
と
は
？

免
疫
と
は
、「
疫
（
は
や
り

　
　
　

病
）」
か
ら
「
免
れ
る
」

作
用
と
い
う
意
味
で
、
病
原
菌
に

よ
っ
て
発
症
す
る
感
染
症
か
ら
身

体
を
守
る
機
能
の
こ
と
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
、
感
染
症
に
さ
せ
な

い
力
、
病
気
か
ら
回
復
さ
せ
る
力

の
す
べ
て
を
免
疫
と
理
解
す
べ
き

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

免
疫
の
主
役
は
、
血
液
中
の
白

血
球
で
す
。
白
血
球
は
、
感
染
症

や
が
ん
の
発
症
・
治
癒
だ
け
で
な

く
、
成
人
病
や
生
活
習
慣
病
と
も

深
い
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。

■
免
疫
力
ア
ッ
プ
の
た
め
に
は

私
た
ち
は
、
通
常
、
自
身
の

　
　
　

免
疫
力
の
状
態
を
確
認
で

き
ま
せ
ん
。
免
疫
力
が
低
下
し
た

結
果
と
し
て
な
ん
ら
か
の
疾
患
が

表
面
化
し
た
と
き
に
な
っ
て
初
め

て
、
免
疫
力
が
下
が
っ
て
い
た
と

結
核
は
現
代
の
病
気
で
す

「食の力講座」でみんな健康になろう！

　本宮市では、食事から健康を考える講座として、
「食の力講座」を開催します。だれにでもできる生活
習慣改善のためのヒントがたくさんあり、免疫力アッ
プにつながるものです。がんにも負けず、メタボに
も負けず、インフルエンザにも負けないからだを作
るため、皆さんのご参加をお待ちしてしています。

会場：えぽか（本宮市民元気いきいき応援プラザ）

第１弾　身近にある食物で健康をつくろうよ

①10月30日（金）午後１時30分～３時30分
　内容：くらし研究工房主宰　境野米子先生の講演
　　　　　～メタボ・糖尿・高血圧に関するお話～
②11月４日（水）午前９時30分～正午
　内容：食の知恵実践講座（定員20名） 要申込

第２弾　食で免疫力アップ
　　　　～がんもインフルエンザも怖くない～

①11月11日（水）午後１時30分～３時30分
　内容：くらし研究工房主宰　境野米子先生の講演
　　　　～がんに関するお話～
②11月18日（水）午前９時30分～正午
　内容：食の知恵実践講座（定員20名） 要申込

※実践講座は調理実習となります。事前に、えぽか内
保健課　健康増進係（☎63－2780）または白沢保健
センター（☎44－4188）へお申し込みください。

2223

広報もとみや　平成21年10月

ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所　秘書広報課へお申し込みください。

本宮市上水道・下水道工事指定店　　TOTOリモデルクラブ会員の店　
〒969‒1168　本宮市本宮字一ツ屋12－７　　Ｅメール　takamatsu.remo@gmail.com

太陽と地球の元気玉　自然エネルギー有効活用
エコキュート　IHクッキングヒーター

水廻り機器　水栓類全般　各種給湯機器・販売メンテナンス
住宅・設備リフォーム エコ省エネのご相談 見積　無料

TEL 33－5242　　FAX 34－1240

真心・親切、お客様の足となり日々安全運転！
一般貸切旅客自動車運送業
　　　　小型バスから大型バスまで

〒969－1101　福島県本宮市高木字猫田53－１
0243－34－4450TEL 0243－34－4481FAX

観光・研修会・冠婚葬祭等バスのご用命は

協和交通株式会社

　

支
給
額
が

　
　

４
万
円
ア
ッ
プ
し
ま
す

　

出
産
に
際
し
支
給
さ
れ
る
「
出

産
育
児
一
時
金
」
は
、
９
月
30
日

ま
で
の
出
産
に
は
38
万
円
［
出
産

育
児
一
時
金
35
万
円
＋
産
科
医
療

保
障
（
※
）
保
険
料
３
万
円
］
で

し
た
が
、
10
月
１
日
以
降
の
出
産

に
は
42
万
円
（
出
産
育
児
一
時
金

39
万
円
＋
産
科
医
療
保
障
保
険
料

３
万
円
）
が
支
給
に
な
り
ま
す
。

※
産
科
医
療
補
償
制
度
と
は
、
出
産

の
際
に
発
症
し
た
重
度
脳
性
麻
痺

児
に
対
す
る
補
償
と
、
脳
性
麻
痺

の
原
因
分
析
・
再
発
防
止
の
た
め

の
研
究
開
発
を
目
的
と
し
、
全
国

の
医
療
機
関
の
ほ
と
ん
ど
が
加
入

し
て
い
る
制
度
で
す
。

　

出
産
費
の
支
払
い
を

　
　
　
　

簡
素
化
し
ま
す

　

こ
れ
ま
で
は
、
出
産
費
用
の
全

額
（
異
常
分
娩
の
場
合
は
３
割
）

を
病
院
へ
支
払
い
、
そ
の
後
出
産

育
児
一
時
金
の
申
請
が
必
要
で
し

た
。
10
月
１
日
か
ら
は
、
本
人
の

同
意
が
得
ら
れ
た
場
合
、
出
産
育

児
一
時
金
42
万
円
を
上
限
に
、
本

宮
市
が
直
接
病
院
に
支
払
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
（
※
）。
こ
れ

に
よ
り
、
42
万
円
を
超
え
た
額
が

出
産
費
用
の
本
人
負
担
と
な
り
ま

す
。

　

な
お
、
出
産
費
が
42
万
円
以
下

の
場
合
は
、
差
額
を
本
人
に
支
給

し
ま
す
の
で
、
市
民
課
国
保
年
金

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
、
今
ま

で
と
同
様
に
出
産
費
を
全
額
お

支
払
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
病
院

へ
出
産
費
を
支
払
っ
て
か
ら
、

市
民
課
国
保
年
金
係
ま
た
は
白

沢
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
へ
出

産
育
児
一
時
金
の
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
直
接
病
院

へ
の
支
払
い
を
希
望
さ
れ
な
い

場
合
も
同
様
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

国
保
年
金
係

　
（
☎
内
線
１
２
５
～
１
２
７
）

高額介護・高額医療
合算制度が創設されました

　平成21年８月より、高額介護・高額医療合算制度が
平成20年４月にさかのぼり始まりました。この制度は、
１年間の医療保険と介護保険を合算した自己負担額が
基準額（下図）を超えた場合、その超えた分を支給す
る制度です。該当になる方には今年中に通知をお送り
します。通知が届いた方は、市民課国保年金係または
白沢総合支所市民福祉課で申請してください。
※平成20年４月から平成21年７月までの間に、転入さ
れた方・社会保険などから国民健康保険へ移られた
方は、該当になる場合でも通知が届かないことがあ
ります。該当すると思われる方は市民課国保年金係
までご連絡ください。

　初年度は、平成20年４月～平成21年７月の自己負担
額が上記診療期間（イ）の基準額を超える場合、（ア）の
支給額とを比べ、大きい方の額を支給します。なお、
次年度からは８月～翌年７月が計算期間となります。

～
出
産
さ
れ
る
方
へ
２
つ
の
お
知
ら
せ
～

10
月
１
日
か
ら
出
産
育
児
一
時
金
の

制
度
が
変
わ
り
ま
す

診 療 期 間
（ア）

８月～翌年７月

（イ）
平成20年４月１日～
平成21年７月31日

世
帯
区
分

上 位 126万円 168万円
一 般 　67万円 　89万円
住民税
非課税 　34万円 　45万円

診 療 期 間
（ア）

８月～翌年７月

（イ）
平成20年４月１日～
平成21年７月31日

世
帯
区
分

上 位 67万円 89万円
一 般 56万円 75万円
区分Ⅱ 31万円 41万円
区分Ⅰ 19万円 25万円

【70歳未満】

【70歳以上】


